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要 旨

本市では， 年度から市内の主要６河川について５年ごとに水生底生動物による河川環境評1992

価を実施しており，その一環として 年度は市西部を流れている瑞梅寺川について実施した．2001

出現種類や各指数を総合すると，瑞梅寺橋は貧腐水性（きれいな水 ，天神橋，池田川橋はβ 中） -

腐水性（少しきたない水）と判定された．また 年度， 年度の瑞梅寺橋，池田川橋と同じ1986 1996

評価判定であった．

Summary

Living organisms in six main rivers in Fukuoka city were observed in every 5 years sequentially since

1992. In 2001 the turn was the Zuibaiji River which flows west end of the city.

Biological Water Quality at Zuibaiji-bashi was Oligosaprobic very slightly polluted and that each at( )

Tenjin-bashi, Ikeda-bashi was -Mesosaprobic moderately polluted according to the appearance ofβ ( )

species and each Index. No Biological Water Quality change was found in 2001 compared with 1996 or

1986 at Zuibaiji-bashi and Ikeda-bashi.

Bottom fauna Zuibaiji River Biotic Index,Key Words：底生動物 ，瑞梅寺川 ，生物指数

汚濁指数 多様性指数 値 ，Pollution Index, Diversity Index, ASPT Average Score Per Taxon

Ⅰ は じ め に
従来，河川や海域等の環境評価を行う場合には化学分

． ，析による評価が多く実施されてきている 化学的方法は

個々の物質の含有状況を把握することができ基本的な評

価方法であるが，採水時点での状況を現すものである．

近年汚濁源や汚濁物質の多様化に伴い総合的な環境評価

として，生物学的方法が重要視されてきている．本市で

は 年度(平成４年度)から市内の主要６河川につい1992

て５年ごとに水生底生動物による河川環境評価を実施し

ており ， 年度 に続いて 年度において瑞梅1-10 6） 1996 2001)

寺川について調査を実施した．またそれ以前の 年1986

にも瑞梅寺川の底生動物調査 を実施している．今回そ11)

れらの結果との比較検討も行ったので併せて報告する．

瑞梅寺川は，前原市瑞梅寺の井原山に源を発し糸島平野

東部の農業地帯を流れ福岡市西区太郎丸・田尻で今津湾

に注ぐ，全長 の２級河川である．上流の瑞梅寺12.8 km

には県営の多目的ダムとして瑞梅寺ダムが建設されてい

る．

１ 福岡市保健環境研究所 環境科学部門

Ⅱ 調 査 方 法
2001 4底生動物採取は 年

月 日に，瑞梅寺橋，天神26

橋，池田川橋の３地点(図１

～図４)で採取した キック・．

スイープ法 で採取しネット13)

に入った底生動物と夾雑物を

250 mL 80%瓶に入れ 直ちに，

エチルアルコールで固定し

た．各地点につき 分間３回1

採取し合わせて試験室に持ち

帰り種類の同定と計数を行っ

た．同時に河川水も採取し分

析した．

同定は 「日本産水生昆虫，

検索図説」 「日本淡水生物14)，

学」 に，ただしコカゲロウ15)

属だけは小林 に従った．な16）

図 瑞梅寺川採取地点1
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お，同定困難なものについては確認できるまでの分類と

した．

Ⅲ 結 果

各調査地点の底生動物出現状況１．

底生動物調査結果を，表１に示す．

（１）瑞梅寺橋（図２）

瑞梅寺橋は前原市大字瑞梅寺にあり瑞梅寺ダムより直

線で ｍ下流にある．採取地点は瑞梅寺橋の上流側550

で行った．川幅は ，水深は 程度，流水部50m 20m 10 cm

の川幅 で石の大きさが大小あり全面的に散布して浮3m

石状態となっていた．

出現種類数は 種で総個体数が と多い．シロハ41 997

図 ２ 瑞梅寺橋（上流 ）50m

図 ３ 天神橋 （上流 ）100m

図 ４ 池田川橋 （下流 ）70m

　　　表１　　　瑞梅寺川の底生動物

              種 　            名 瑞梅寺橋天神橋 池田橋
ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ Ｉsonychia japonica 121
ｷｲﾛﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Ｅpeorus aesculus 2
ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Ｅpeorus latifolium 69
ﾕﾐﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Ｅpeorus curvatulus 22
ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ｅcdyonurus yoshidae 152
ｷﾌﾞﾈﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ｅcdyonurus kibunensis 1
ﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属(?)の一種Ｅcdyonurus sp. 3
ｺｶｹﾞﾛｳ科 Ｂaetidae 2 79 15
Ｈｺｶｹﾞﾛｳ Ｂaetis sp.H 24
ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ Ｂaetis yosinoensis 16
ﾄﾋﾞｲﾛｺｶｹﾞﾛｳ Ｂaetis 3
ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ Ｂaetis sahonensis 56 88
ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ Ｂaetis thermics 184 273 64
ﾖｼﾉﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｅphemerella cryptomeria 2
ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｅphemerella basalis 1
ｸﾛﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｅphemerella nigra 4
ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｅphemerella okumai 2
ｸｼｹﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｅphemerella setigera 11
ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ｅphemerella rufa 101
ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ属の１種 Ｅphemerella sp.２ 1
ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ属 Ｃaenis spp. 19 20 26
ﾄｳﾖｳﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ｅphemera orientaris 1
ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ｅphemera japonica 1
ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ｅphemera setrigata 2
ｵﾅｶﾞｻﾅｴ Ｏnychogomphus viridicostus 1 2
ﾌｻｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Ａmphinemura sp. 5
ﾄｳｺﾞｳｶﾜｹﾞﾗ属 Ｔogoperla sp. 11
ﾋﾒｵｵﾔﾏｶﾜｹﾞﾗ Oyamia seminigra 22
ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Ｐrotohermes grandis 6
ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Ｓtenopsyche marmorata 1
ｳﾙﾏ-ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Ｈydropsyche olientalis 25
ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Ｃheumatopsyche sp. 2 9 60
ﾑﾅｸﾞﾛﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Ｒhyacophila nigrocephala 3
ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Ｇlossosoma spp. 3
ｸﾞﾏｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ Gumaga okinawaensis 3
ｺｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Ｇoerodes japonicus 25
ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ属 Ｍataeopsephus sp. 10
ﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ属 Ｅubrianax spp. 3
ﾁﾋﾞﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ属 Ｅctopria sp. 1
ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科 Ｅlimidae 14 3
ｳｽﾊﾞﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ亜科 Ａntocha spp. 27 6 2
ﾌﾞﾕ科 Ｓimuliidae 20 8
ﾕｽﾘｶ科(腹鰓なし) Ｃhironomidae 86 802 678
ﾆｯﾎﾟﾝﾖｺｴﾋﾞ Ｇammarus nipponensis 2
ﾐｽﾞﾑｼ Ａsellus hilgendorfii 56 18
ｻﾜｶﾞﾆ Ｇeothelphusa dehaanii 2
ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ Ｄugesia japonica 19 14 17
ﾋﾙ類 ＨＩＲＵＤＩＮＥＡ 1 6 2
ｶﾜﾆﾅ Ｓemisulcospira bensoni 1
ﾋﾒﾀﾆｼ Ｓinotaia quadrata 16
ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ Ｒadix auricularia japonica 17
ﾋﾒﾓﾉｱﾗｶﾞｲ Austropeplea ollula 8
ｻｶﾏｷｶﾞｲ Ｐhysidae　sp. 5 3
ﾏｼｼﾞﾐ Ｃorbicula leana 3 12
ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 Dytiscidae 1

総  個  体  数 997 1379 1029
種    類    数* 41 17 17
　　　　　　　*ｺｶｹﾞﾛｳ科を除く

2001/4/26
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ラコカゲロウが ，シロタニガワカゲロウ ，チラ184 152

カゲロウ ，アカマダラカゲロウ などであった．121 101

（２）天神橋（図３）

天神橋は前原市大字大門と大字井田の境にあり瑞梅寺

川の支流である河原川

1996の橋である．当初

年度と同じ井の川橋を

予定したが井ノ川橋下

流の柳橋では水が流れ

ていないため天神橋で

． ，採取した 川幅は 40 m

流水部の川幅 ，石5 m

の大きさ であっ10 cm

た．浮石，載り石状態であった．

出現種類数は 種で総個体数 匹であった．ユス17 1379

リカ科(腹鰓なし)が と半分以上を占め，シロハラコ802

カゲロウ などであった．273

（３）池田川橋（図４）

池田川橋は前原市大字池田に位置する．川幅は ，30m

3 4 10 cm 15流水部川幅は ～ ｍ，水深 で小さな石（径

～ ）が多い．藻類が多く繁茂していた．5 cm

出現種類数は 種で総個体数 匹であった．ユス17 1029

リカ科(腹鰓なし)が と半分以上を占め，サホコカゲ678

88 64 60ロウ シロハラコカゲロウ コガタシマトビケラ， ，

などであった．ヒメタニシ，モノアラガイなどの貝も採

取された．

水質検査結果２．
底生動物調査当日に採水した水の分析結果を 年1996

のデータ とあわせて表２に示す．6)

2001 3 0.6 1.2 mg/L年度の 地点のＢＯＤはいずれも ～

． ，と低い値を示している また最下流の池田橋の全窒素が

.上流に比べて低い結果であった

Ⅳ 考 察
１）底生動物の出現状況

「日本の水をきれいにする会」の表 で水質階級を当17）

てはめてある種類について，階級毎の出現種類数を表３

に示す．瑞梅寺橋に比べ天神橋，池田川橋で，β 中腐-

水性，α 中腐水性の種類が多いことがわかる．-

２）指数による評価

生物指数( ，以下 )は によって提案Biotic index BI Beck

された方法で，出現した生物の種類によって非耐汚濁性

種と耐汚濁性種に分けて次式で計算する．表４のように

数が大きいほど清澄さを表すことになる．なお，耐汚濁

性については「日本の水をきれいにする会」の表にもと

づき，表に記載されていないものは耐汚濁性種として計

算した．

BI 2A+B＝

：非耐汚濁性種の数A

：耐汚濁性種の数B

汚濁指数( ，以下ＰＩ)は ･ にPollution index Pantle Buck

よって提案された方法で，サプロビ指数とも呼ばれてい

る．出現した生物の汚濁階級指数と出現頻度（個体数）

表２　　　　水質分析結果
地　点 水温 pH DO BOD CBOD SS T-N T-P 導電率

(℃) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (uS/cm)
1996年 5月9日 瑞梅寺橋 － 7.4 9.5 0.9 － 4 0.77 0.012 －

井ノ川橋 － 7.3 10.5 1 － 3 0.48 0.023 －
池田川橋 － 7.2 13.9 2 － 5 0.22 0.019 －

10月15日 瑞梅寺橋 － 7.6 9.2 0.3 － 2 0.85 0.013 －
井ノ川橋 － 7.2 7.9 1.2 － 3 0.58 0.021 －
池田川橋 － 7.1 9.3 1.8 － 5 1.0 0.044 －

2001年 4月26日 瑞梅寺橋 15.8 7.0 10.1 0.6 0.7 2 0.91 0.008 130
天神橋 19.5 7.7 10.5 1.2 1.1 2 1.04 0.043 182
池田川橋 19.3 7.1 12.1 1.1 1.1 <1 0.31 0.008 218

年　月  日

  表４　ＢＩ，ＰＩに基づく生物学的水質階級

生物学的水質階級 ＢＩ ＰＩ
 貧 腐 水 性　 （ｏｓ）きれいな水 ≧　２０ 1.0～1.5
β-中腐水性　（β-ｍｓ）少しきたない水 １１～１９ 1.6～2.5
α-中腐水性　（α-ｍｓ）きたない水 　６～１０ 2.6～3.5
 強 腐 水 性　 （ｐｓ）大変きたない水　　０～　５　3.6～4.0

奇

徳

橋

瑞
梅
寺
橋

立

角

橋

井
ノ
川
橋

天

神

橋

柳

橋

池
田
川
橋

若

宮

橋
1986年 ６月 貧腐水性 17 11 6 4 3 0

β-中腐水性 0 0 1 1 2 0
α-中腐水性 0 0 0 0 0 0
強腐水性 0 0 0 0 0 0

９月 貧腐水性 17 15 5 2 1 0
β-中腐水性 0 0 1 1 0 0
α-中腐水性 0 0 0 0 0 0
強腐水性 0 0 0 0 0 0

1996年 ５月 貧腐水性 15 1 6
β-中腐水性 3 0 3
α-中腐水性 0 1 1
強腐水性 0 0 0

10月 貧腐水性 9 4 1
β-中腐水性 1 2 2
α-中腐水性 0 1 1
強腐水性 0 0 0

2001年 ４月 貧腐水性 31 7 5
β-中腐水性 3 3 5
α-中腐水性 0 2 4
強腐水性 0 0 0

（ ， ）表３ 水質階級ごとの種類数 左から右 上流から下流

年　月 地　点 生 物 指 数 汚 濁 指 数 多様性指数
ＢＩ ＰＩ ＤＩ ＡＳＰＴ

1986年 ５月 奇徳橋 59 （ｏｓ） 1.0 （ｏｓ） 3.0 8.5
瑞梅寺橋 48 （ｐｓ） 1.0 （ｏｓ） 2.9 8.1
立角橋 26 （ｐｓ） 1.2 （ｏｓ） 0.4 7.6
柳橋 29 （ｏｓ） 1.3 （ｏｓ） 0.4 6.2
池田川橋 28 （ｏｓ） 1.4 （ｏｓ） 0.3 6.4
若宮橋 4 （ｐｓ） - - 0.5 2.0

10月 奇徳橋 59 （ｏｓ） 1.0 （ｏｓ） 2.5 8.3
瑞梅寺橋 54 （ｏｓ） 1.0 （ｏｓ） 2.8 8.6
立角橋 33 （ｐｓ） 1.1 （ｏｓ） 2.0 6.2
柳橋 21 （ｏｓ） 1.3 （ｏｓ） 0.9 5.3
池田川橋 14（β-ms） 1.0 （ｏｓ） 1.1 4.6
若宮橋 8（α-ms） - - 0.4 3.5

1996年 ５月 瑞梅寺橋 40 （ｏｓ） 1.2 （ｏｓ） 2.5 7.0
井ノ川橋 9（α-ms） 2.0 （β-ms） 1.1 4.9
池田川橋 23 （ｐｓ） 1.6 （α-ms） 2.7 5.4

10月 瑞梅寺橋 32 （ｏｓ） 1.1 （ｏｓ） 1.4 7.6
井ノ川橋 25 （ｏｓ） 1.3 （ｏｓ） 1.5 4.6
池田川橋 10（α-ms） 1.7 （β-ms） 1.8 4.5

2001年 4月 瑞梅寺橋 71 （ｏｓ） 1.1 （ｏｓ） 3.9 7.6
天神橋 24 （ｏｓ） 1.5 （ｏｓ） 2.1 5.5
池田川橋 22 （ｏｓ） 1.9 （β-ms） 2.0 5.8

表５ 年， 年 年の各指数計算結果1986 1999 ,2001
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によって次式で計算する．汚濁階級指数は「日本の水を

きれいにする会」の表にもとづき計算した．

i I iPI s h h＝Σ( × ）／Σ

：汚濁階級指数（１～４）si

：出現頻度（１：１個体，２：２～９個体，hi

３： 個体以上）10

の多様性指数( ，以下 )は生Shannon Diversity index DI

物群集の多様度を表す．次式で計算し，生物の群集構造

が複雑であるほど値は大

きくなる．

＝－Σ( × )DI P log Pｉ ２ ｉ

： 番目の種の割合P iｉ

ASPT Average score値(

)は当時の環境庁per taxon

水質保全局，及び全国公

害研協議会で検討作成さ

れた方法 で，水質状況12,13）

に周辺環境も合わせた総

合的河川環境を表すも．
）次式で計算し スコアー， 13

10 10は１から まであり

に近いほど水域は清澄で

あることを表す．

ASPT S n＝Σ ／i
： 番のスコアーS ii

：採取された科の総数n

各指数による計算結果を表５，図６に示す．

値は 年分を含め 年に修正された新スコASPT 1986 1995

アー表 で計算を行っている．13）

３）簡易調査法

年 月に作成された当時の環境庁と建設省の水生1999 4

生物による簡易水質調査法 に基づいて記載したものを18）

表６に示す．

ASPT上記の種々の水生生物による水質評価法のうち，

は新しい方法でより詳しく調べられた方法で地方公害・

環境研究所の間ではこの評価法に統一されつつある．今

までの福岡市の実績でも各指数を比較した場合

値は妥当な値を出している ．従来からのASPT 19）

４分類にわけて記載すると次のようにな

る．

, ASPT瑞梅寺川橋は生物指数，汚濁指数

.から貧腐水性 きれいな水 と判断される（ ）

天神橋，池田川橋に付いてはβ－中腐水性

. 1986（ ）少しきたない水 と判断されるまた

年度， 年度の瑞梅寺橋，池田橋と比1996

較すると， 値等から判断してほぼおASPT

なじ評価判定であった．
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水質階級 指標生物
1 カワゲラ Pl 38 ●
2 ナガレトビケラ Rhyacophilidae 3 ○
3 ヤマトビケラ Glossosomatidae 3 ○

Ⅰ 4 ヒラタカゲロウ Heptageniidae 249 ●
きれいな水 5 ヘビトンボ Corydalidae 6 ○

6 ブヨ Simuliidae 20 ○ 8 ○
7 アミカ Blepharoceridae
8 ウズムシ Planariidae 19 ○ 14 ● 17 ○
9 サワガニ Potamidae 2 ○
1 コガタシマトビケラCheumatopsyche 2 ○ 9 ○ 60 ●
2 オオシマトビケラ Macronema

Ⅱ 3 ヒラタドロムシ Psephenidae 10 ○
少し 4 ゲンジボタル Luciola cruciata

きたない水 5 コオニヤンマ Sieboldius albardae
6 カワニナ Pleur 1 ○
7 スジエビ Palaemon
8 ヤマトシジミ Corbicula
9 イシマキガイ Clithon retropictus
1 ミズムシ Asellidae 56 ● 18 ●
2 ミズカマキリ Ranatra chinensis

Ⅲ 3 タイコウチ Laccotrephes japonensis
きたない水 4 ヒル HIRUDINEA 1 ○ 6 ○ 2 ○

5 タニシ Viviparidae 16 ○
6 イソコツブムシ Gnorimosphaeroma rayi
7 ニホンドロソコエビGrandidierella japonica
1 セスジユスリカ Chironomus yoshimatsui

Ⅳ 2 チョウバエ Psychodidae
大変 3 エラミミズ Branchiura

きたない水 4 サカマキガイ Physidae 5 ○ 3 ○
5 アメリカザリガニ Procambarus clarkii
水質階級 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

水質階級 1 ○と●の数 8 3 1 2 1 2 1 1 1 3 1
の判定 2 ●の数 2 1 1 1 1

3 合計(1欄+2欄） 10 3 1 3 1 3 1 1 2 4 1
その地点の水質階級

見つかった指標生物の欄に○印，そのうち，数の多い２種類（３種類が同じくらいの数であれば３種類）に●印をつける．
左側数字は出現個体数。
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表６ 瑞梅寺川における簡易水質階級調査法による水質各指数
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